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私たちのすべての思いはウクライナの人々とともにある。戦争が勃発するのを目の当たりに

し、世界中の運輸労働者の心に重くのしかかっている。 

私たち ICLS は世界の労働運動や国際社会と連帯し、戦争を非難し、すべての当事者に対し国

際人道法と人権法を厳守するよう呼びかける。この紛争は今すぐ止めなければならない。 

私たちは、特に労働者が脅威にさらされていることを知っている。 

私たちは、平和、対話と外交を求めるウクライナ、ロシアおよび近隣諸国の労働者と連帯する。 

私たちは自制の姿勢を示し、外交と、民間人の生命への脅威を最小限に抑えるために紛争を直

ちに緩和する、あらゆる立場の指導者を必要としている。 

さらに状況がエスカレーションすれば、大量の人命が失われ、難民が発生するだけでなく、地

域全体の労働者が壊滅的な打撃を受けることになるだろう。 

ロシアとウクライナ、欧州全体と NATO加盟国を含むすべての当事者は、緊張を緩和し、この危

機の平和的かつ外交的終結を模索するために全力を尽くさなければならない。 

 

国際労働者交流センター（ＩＣＬＳ）が国際運営委員会を開催！ 

 

  

国際労働者交流センター（ＩＣＬＳ）は 10 月 30 日、タイ・バンコクで第 32 回国際運営委員

会を開催し、ＩＣＬＳに加盟する 10 か国 26 名の代表が参加し、ＪＲ総連より山田国際部長が参

加しました。 

 委員会では各国の状況、ＩＣＬＳの今後の活動を議論。労働フォーラムの開催、ＩＣＬＳ活動の

強化を確認しました。さらに、ウクライナ、パレスチナ自治区での戦争、南シナ海での紛争につい

て議論し、決議を採択しました。 

ＪＲ総連はＩＣＬＳ加盟組織の一員として、労働者の国際連帯の強化を目指していきます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2 枚目へ続く） 

ＪＲ総連通信 
２０２３年１１月１５日 №１６９２ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 
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ICLSはガザ地区で広がりつつある危機について懸念を表明する。 

ICLS は国連とその他の国際社会に対し、ガザ地区とイスラエルの間での即時停戦、民間人へ

の攻撃の中止を求める。 

私たちはあらゆる国際法の違反について懸念を表明する。私たちはパレスチナとイスラエルで

の市民の殺害に哀悼の意を表する。 

国際人道法（戦争法）の下では、紛争当事国には民間人の生命を守る明確な義務がある。 

危機が拡大し、民間人がその代償を払い続けている中、私たちは国際社会全体に対し、即時停

戦とあらゆる国籍の民間人への攻撃の中止するよう行動することを求める。 

戦争に反対する決議を採択！ 
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南シナ海 

ＩＣＬＳは、南シナ海をめぐる紛争において、すべての当事者へ自制を求める。 

紛争が激化すれば労働者が犠牲になる。アジア太平洋地域のすべての人々にとって良好な経済

的・財政的状態は、南シナ海を通る開かれた貿易ルートと本質的に結びついている。 

紛争は軍部の立場を強化し、労働者階級に不利益をもたらすだけである。 

↑採択した「戦争に反対する決議」 


